




















また、第 1 章第 3 節では 19 世紀までの右岸ウクライナが遊牧民、モスクワ国家、ポーラ
ンド＝リトワニア国家のはざまで経験した特異な歴史が論じられる。 
 第 2 章は 19 世紀初頭の右岸ウクライナ農村をバルト海沿岸地域や大ロシア中央黒土帯と
の比較において静態的に分析する。農戸は、第 1 節では負担遂行単位として、第 2 節では
家内集団として分析される。 

































第 4 章は 19 世紀半ばの三つの改革による右岸ウクライナ農村の変貌を扱う。 





















第 2 節は 1843 年に突如として行なわれた負担金納化を中心として、右岸ウクライナにお
ける国有地農民の改革の意義を問う。農民の負担が賦役から貢租に変わり、分余地面積も
増大したことは高く評価されてきたが、単位面積あたりの農業収入がより大きな領主直営
地を廃止したことは、長期的には農民を経済的により不利な立場に陥れたというのが筆者
の主張である。その証拠として筆者が示すのは、改革後の国有地農民の出稼ぎが激増した
ことである。 
 
